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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 トルコギキョウの秋・春夏出し二度切り栽培を確立するには、品質低下しやすい秋出し栽培の安定
化を図りその切り下株の生育揃いを良くすること、そして切り下株の芽整理や温度管理等を上手に制
御することが重要となる。そこでこれまでに明らかにした技術を統合してトルコギキョウの秋・春夏出し
二度切り栽培を体系化（図1）した。 

(1) 秋出し栽培（一番花）は、種子低温処理と30日間の短日処理（共に平成14年度普及に移しうる
成果）を行い9月から補助加温（15℃設定）を行うことで10～11月に安定出荷できる。また早期開
花が懸念される場合は、第2小花まで摘蕾（平成14年度普及に移しうる成果）することで切り花
品質を向上できる。（図1、表1） 

(2) 二度切り栽培（二番花）における切り下株の芽整理方法は、3月頃に一回の芽整理（平成12年度
参考となる成果）により通路側2条を2本仕立てにすることで高品質多収生産ができ欠株も補え
る。また温度管理は早生品種を用いることで無加温（半促成）でも6月中旬に収穫できるため、加
温の必要性は少ない。（図1、表1、2） 

(3) 二度切り栽培（二番花）の作業時間は、移植栽培よりも約30％短縮される。（表3） 

２期待される効果

(1) 二度切り栽培は移植栽培による二期作よりも年間作業時間を短縮できる。

(2) 二度切り栽培は秋出し栽培の補完作型として活用できる。

３適用範囲

 県内全域のトルコギキョウ施設栽培。

４普及上の留意点

(1) 本作型の品種は早生種を基本とする。

(2)
越冬期間中の欠株は灰色かび病を主因として毎年12％程度生じたため、過湿管理にならないよ
うに注意すること。

(3)
連作圃場では青かび根腐病の発生が懸念され、その発病程度には品種間差が認められるため
品種選定に留意すること。
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